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研究成果概要 

大気ニュートリノ振動解析に本質的役割を果たしてきた HONDA 大気ニュートリノフ

ラックスモデルの高度化を行い、空気シャワー計算中のハドロン生成モデルについて、

加速器実験データによる修正と、実験データに基づく系統誤差の評価を行ってきた

（図）。前年度から新しい大気ニュートリノモデルをまとめた論文の投稿準備を続け、

まもなく投稿予定である。 

また、CERN SPSで検討されている低エネルギー陽子ビームラインでのハドロン生成反応

測定実験の可能性について関係者と議論を始め、NA61実験での将来計画検討の研究会に

おいて発表を行った。この契機で、NA61などでの低エネルギー陽子ビーム測定が実現し

た場合に得られる粒子生成データについて、ニュートリノフラックスモデルにどのよう

な改善が期待されるか、関係者との議論を始めている。また、もうひとつの大気ニュー

トリノフラックスモデルであるBartolモデルとの比較研究について、関係者との検討を

再開した。絶対フラックスや大気ミューオン地上測定データとの比較において、両モデ

ルの違いについて検討を始めている。 
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